
〒020-0866 岩手県盛岡市本宮4丁目38ｰ25
TEL：019ｰ636 1ー192　FAX：019ｰ636 1ー185

指定管理者：公益財団法人盛岡市文化振興事業団

原敬記念館
HARA-KEI MEMORIAL  MUSEUM

主催／原敬記念館（所管：盛岡市教育委員会）
　　　公益財団法人盛岡市文化振興事業団
共催／原敬を想う会

令和5年6月24日（土）̶  9月10日（日）
原敬記念館小ホール　企画展示コーナー
●開館時間／9：00～17：00 （入館は16：30まで）
●休 館 日／毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）
●入 館 料／一　　 般  200円 （団体  120円）
　　　　　　小・中学生     50円 （団体     30円）
　　　　　　団体入館料は30人以上の団体に適用します
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The New York Times
『2023年に行くべき52カ所』選出！

原敬生家
（原敬記念館）

福聚山大慈寺



原敬記念館　第65回企画展

令和5年6月24日（土）～令和5年9月10日（日）

◎盛岡市先人記念館
第67回企画展「吉川保正 美を求めるひと」
令和5年7月1日（土）～9月3日（日）

◎石川啄木記念館
大規模改修及び増築工事のため下記の期間、休館します。 
令和5年5月11日（木）～令和6年6月（予定）

◎盛岡てがみ館
第68回企画展「学者たちの手紙」
令和5年6月21日（水）～10月9日（月・祝）

交通アクセス
【バ　　ス】 ①「原敬記念館前」下車  •盛岡駅発着 盛南ループ200  •矢巾営業所行 本宮線・羽場線
 ②「もといち泉公園前」下車徒歩5分  •イオンモール盛岡南線
【タクシー】 盛岡駅より約5分

（公財）盛岡市文化振興事業団からのお知らせ
［他館のご案内］

◆企画展関連講座
演題／原敬ゆかりの地めぐり～大慈寺かいわい～
内容／大慈寺と周辺について（企画展担当学芸員が現地を案内します）
講師／佐々木章行（原敬記念館学芸員）
日時／令和5年8月26日（土）10：00～12：00
受付／令和5年8月12日（土）10：00～電話にて受付（先着15人）
料金／500円

◆担当学芸員による展示解説
日時／令和5年7月16日（日）、8月19日（土）、9月10日（日）

13：30～14：15
料金／入館料が必要
受付／開催日２週間前の10：00～電話にて受付（先着15人）

　2023年1月12日、ニューヨーク・タイムズ紙が発表した「2023年
に行くべき52カ所」の2番目に、盛岡市が紹介されたことが大き
な話題となりました。
　盛岡は原敬のふるさとであり、生家や菩提寺、学んだ学校、設
立に関わった施設など、市内にゆかりの地が数多く存在していま
す。世間の注目が盛岡に集まっている今、これらゆかりの地をま
とめて紹介することで、原敬と盛岡の深いつながりを改めて知っ
ていただきます。

原敬書「天地無私」
（福聚山大慈寺蔵）

原敬書
「介寿荘」
（当館蔵）

原　敬   | 1856～1921 |
安政3年（1856）2月9日、岩手郡
本宮村（現盛岡市本宮）に生まれ
る。盛岡藩校・作人舘に学び上
京、司法省法学校、郵便報知新聞
記者等を経て外務省に入る。やが
て政界へ進出、内務大臣等を経
て第19代内閣総理大臣となった。
日本初の本格的政党内閣を組織
した「平民宰相」として支持を集
めたが、大正10年（1921）11月4
日、東京駅にて兇刃に倒れた。享
年65歳。

はら たかし

盛岡 原敬
ゆかりの地めぐり

The New York Times『2023年に行くべき52カ所』選出！

盛
岡
駅

盛岡西バイパス

北
上
川

雫
石
川

中
津
川

本町通り

中央通り

大通り

盛
岡
バ
イ
パ
ス

上盛岡
駅

仙
北
町
駅

太田
橋

夕顔
瀬橋

明
治
橋

不来方橋

開運橋

旭橋

南大
橋

杜
の
大
橋

盛
南
大
橋

西
大
橋

I
G
R
線

東
北
新
幹
線

秋田新幹線

田沢湖線
山田
線

4
46

106

大宮神社
原敬生家

（原敬記念館） 本宮小学校 仙北町駅
仙北小学校

福聚山大慈寺大慈寺
小学校

岩手県庁

盛岡城跡公園
（岩手公園）

初代岩手県立
図書館跡地

原敬像
（岩手県公会堂）

光台寺

作人舘跡地

介寿荘（原敬別邸）
跡地

白芳庵
（盛岡市中央公民館）

岩手県立
美術館

盛岡市
先人記念館

盛岡市
子ども科学館

下小路
中学校

盛岡タカヤ
アリーナ

志波城
古代公園

志波城跡

原敬ゆかりの地MAP


